
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

136 16 136 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3

（ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 124 11 124

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 121 12 121

□ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

37 170 0 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 31 177 0

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

□ ■ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 36 169 0

□ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

136 17 99 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 124 14 105

上乗 □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 118 17 107

□ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源 全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

説明欄：特別に支援が必要な児童・生徒に
自立心や集団生活のあり方を身につけさ
せ、社会の一員となる基盤を育成するため
に必要性、有効性は極めて高い。従って、
現状維持が望ましい。3,803

3,957

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

3,973
説明欄：特別に支援が必要な児童・生徒に
自立心や集団生活のあり方を身につけさ
せ、社会の一員となる基盤を育成するため
に必要性、有効性は極めて高い。従って、
現状維持が望ましい。

所管課長 学務課　 稲葉　勝之

学務課　 稲葉　勝之

説明欄：特別に支援が必要な児童の安全な
通学のために必要性、有効性はきわめて高
い。また、通級学級に通学する児童数が増
加し現在の学級数では補えない状況にあ
る。平成２５年に、特別支援学級を新たに
開設することから、バスの運行回数、時間
を増やす必要があるため拡大の方向が望ま
しい。

3,382

3,517

471

24年度以降に向けた方向性： 拡大
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 拡大

3,463
説明欄：特別に支援が必要な児童の安全な
通学のために必要性、有効性はきわめて高
い。また、通級学級に通学する児童数が増
加し現在の学級数では補えない状況にあ
る。平成２５年に、特別支援学級を新たに
開設することから、バスの運行回数、時間
を増やす必要があるため拡大の方向が望ま
しい。

所管課長

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

533
説明欄：特別に支援が必要な児童・生徒に
集団行動及び社会生活のあり方等を身につ
けさせるため、必要性・有効性ともに高
い。従って、現状維持が望ましい。

所管課長 学務課　 稲葉　勝之

説明欄：特別に支援が必要な児童・生徒に
集団行動及び社会生活のあり方等を身につ
けさせるため、必要性・有効性ともに高
い。従って、現状維持が望ましい。

441

努力義務的

3,488

直営（委託無）

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

495 4,452

特別支援学級
参加人数＋通
級学級参加人
数

4,469

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特別支援教育の充実

事務事業全体 一般財源分

4,308

・東久留米市教育委員会事務決裁規程
（昭和５８年９月２９日）
・東久留米市立小中学校特別支援学級宿泊
　学習補助金交付要綱

全額補助

市独自上乗せ（上乗・横出）

意図
生活や学習上の困難を改善または克
服する力を身につける

3,957

一部補助有

手段
・

内容

市立小・中学校特別支援学級設置校
が実施する宿泊訓練の参加に要する
経費を、学校長よりの申請を踏まえ
一部補助する

3,803 505

3,973 496

12-06-03

学務課
学事係

対象
市立小・中学校の特別支援学級並び
に通級学級に在籍している児童・生
徒

特別支援学級
在籍者・通級
学級在籍者数

小学校・中学校
特別支援学級宿
泊訓練実施日数

根拠
法令
等

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

特別支援学級宿泊学
習事業

その他（　　　　　　　　　　　　　）

151

小学校・中学校
実施回数

533 149

一部補助有 市全額

3,407

意図 安全に通学できる。

3,517 25 3,542

市独自上乗せ（上乗・横出）

通級学級設置校が第七小学校１校で
あるため、在籍児童の中には、通学
距離が非常に児童もいる。児童の安
全な通学をするため自宅から学校間
の送迎を行う通学バスを委託契約に
より確保している。

3,463 25

通学手段の問
題により欠席
した児童の数

手段
・

内容

3,382 25

小学校・中学
校参加者数

682

441

手段
・

内容

学務課
学事係

対象 通級学級に通学する児童

第七小学校の
あすなろ学級
在籍者数

第７小学校のあ
すなろ学級バス
運行日数

全額補助

対象
小・中学校特別支援学級設置校の実
施する校外学習に参加する児童・生
徒

特別支援学級
に在籍する児
童・生徒数

小・中学校特別支援学級設置校の実
施する校外学習のバス借り上げ及び
介助員に対する賃金、交通費の支払

592

意図
校外学習などの集団行動を通して、
集団生活上の基本的な生活習慣を身
につける。 471 149 620

事務事業名

指標 指標 指標

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）
事務事業の概要

(根拠法令等、財源、上乗、形態)

根拠
法令
等

自主的 義務的

・東久留米市教育委員会事務決裁規程
（昭和５８年９月２９日)

全額補助 一部補助有 市全額

事務事業
番号

12-06-01

学務課
学事係

特別支援学級校外学
習事業

12-06-02

市全額

努力義務的

特別支援学級通学バ
ス運行事業

自主的 義務的

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

事業
形態

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

・東久留米市教育委員会事務決裁規程
（昭和５８年９月２９日）

説明欄：

説明欄：

説明欄：

子どもがのびのび心豊かに育つまち 施策番号・名 12 活力ある学校づくり 基本事業番号・名 12-06

事業
形態

東久留米市


